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稲敷市立小中学校適正規模・適正配置に関する基本方針の策定について（案） 

Ⅰ 策定の目的 

本市では、小学校 8校・中学校 4校が設置されており、これまで人口減少に伴い、学校の統廃合等

により教育環境の整備に努めてきました。しかしながら、人口減少に伴う少子化が更に進んでおり、

今後ともその状況が続くことが予想されています。1学年 1学級以下の小規模校においては、今後の

推移を見守りながら、複式学級が増加しないよう注視する必要があります。 

このようなことを背景として、小学校の今後の児童数の推移を踏まえた学級数の動向、学校区及び学

校施設の課題等を調査・分析・整理し、今後の本市における学校適正規模・適正配置に向けた「稲敷市

立小中学校適正規模・適正配置に関する基本方針（以下、「基本方針」という。）」の策定を行うことを目

的とします。 

 

Ⅱ 策定体制 

基本方針は、「対象者意向調査」等の実施によって市民意向の結果を踏まえながら、稲敷市教育委員

会から諮問をうけた稲敷市学校及び幼稚園適正配置検討委員会において協議を行い、とりまとめを行

います。そして、その検討結果を稲敷市教育委員会に答申するものとします。 

 

     図：策定体制 
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Ⅲ 調査・検討内容 

１ 義務教育施設の適正配置に向けた現況把握と課題整理                      

(１)義務教育施設等の現状把握 

・教育環境の把握(児童生徒数･学級数･通学区域・学校区・施設状況等) 

・教育施設の現況・まちづくりの状況等の把握 

(２)対象者意向調査 

・望ましい学校規模や統合基準、通学条件等についてアンケート調査を実施 

－対象① 就学前 550名(3～5歳就学前児保護者) 

－対象② 小中保護者 2,000名 

(３)将来人口･児童生徒数の推計 

・小・中学校区ごと・男女別 1歳階級 1年ごとの概ね 20年後の令和 25年までの見通しを算出 

(４)課題の整理 

・適正規模・適正配置における課題を整理 

 

２ 適正規模･適正配置に関する基本的考え方                           

(１)適正規模･適正配置に関する優先順位の整理 

･教育内容･通学環境･教育施設環境･立地環境等の条件の優先順位 

･学校規模の大小と教育内容に関する整理(ﾒﾘｯﾄ･ﾃﾞﾒﾘｯﾄ整理と評価) 

(２)学級規模に応じた対応方針の検討 

･存続校の維持条件の検討 

・小規模特認校の検討 

(３)適正配置の推進に向けて 

・実施に向けた課題の整理とその対応 

 

３ 適正規模･適正配置における統合パターンの検討                        

(１)適正規模･適正配置基準(案)における統合パターンの検討 

･優先順位に沿った統合ﾊﾟﾀｰﾝの検討 

(２)統合パターン別の諸条件の確認 

・通学距離・立地環境・教育環境の偏在 

 

４ 適正規模･適正配置計画のとりまとめ                             
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Ⅳ 各会議での協議事項 

各会議での協議事項については、基本方針の策定の流れに沿って進めます｡ 

 

０ 基本方針の策定について 

（１）基本方針の策定の目的と内容（策定方針） 

（２）対象者意向（アンケート）調査の内容 

 

 

１ 前提条件の整理 

（１）これまでの適正配置の経緯 

（２）児童生徒数及び学級数の推移（実績） 

（３）学校規模・学級規模の状況 

（４）通学区域と学区域 

（５）教育施設等の現状把握 

（６）児童生徒数及び学級数の見通し（推計） 

（７）対象者意向（アンケート）調査の結果 

（８）適正配置における課題 

２ 適正規模･適正配置に関する基本的考え方 

（１）適正規模･適正配置に関する優先順位の整理 

（２）学級規模に応じた対応方針の検討 

（３）適正配置の推進に向けて 

３ 基本計画（適正配置のパターンの検討） 

（１）義務教育施設に関する基本的な考え方 

（２）適正配置のパターンの検討・絞り込み 

４ 適正配置の推進に向けて（実現に向けた課題整理） 
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Ⅴ 策定スケジュール 

 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

１ 現況把握と課題整理 
（１）義務教育施設等の現状把握（市内小・中学校） 

（２）対象者意向調査 

（３）将来人口・児童生徒数の推計 

（４）課題の整理・近隣の状況等整理 

         

２ 適正規模・適正配置に関する基本的考え方 
（１）適正規模・適正配置に関する優先順位の整理 

（２）優先順位が最も高い条件に関する検討（教育内容に

関する条件の整理） 

（３）学級規模に応じた対応方針の検討 

（４）適正配置の推進に向けて 

         

３ 適正規模・適正配置における統合パターン

の検討 
（１）適正規模・適正配置基準（案）における統合パターンの検討 

（２）統合パターン別の諸条件の確認 

         

４ 適正規模・適正配置計画のとりまとめ          

５．パブリックコメント          

６．会議等（検討委員会） ①   ②  ③  ④  

 

課題の

整理 

現況・将来人口等 

意向調査 

基本的な考え方の整理 

推進に向けて 

条件の検討・対応方針の検討 

計画の作成 

検討パターンの検討・諸条件の確認 

［第１回検討委員会］ 

・策定方針 

・対象者意向（アンケート）調査について 

・稲敷市の義務教育施設の方向性 

 

［第２回検討委員会］ 

・前提条件（現況・アンケート調査結果・適正

配置の課題） 

・基本的考え方（条件整理） 

 

［第３回検討委員会］ 

・統合パターンの検討 

・計画（素案） 

［第４回検討委員会］ 

・計画（案） 

・パブコメ結果について 


